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1. はじめに 
現在 , Google により販売されている Google Home[1], 

Amazon の Alexa[2]などスマートスピーカが普及している.
各スマートスピーカはユーザの発話内容を認識する機能を

持ち, 音声での対話を通してサービスを提供することが可
能である.利用可能な様々なサービスはアシスタントのスキ
ルとして提供されている.アプリケーションの開発者は独自
にスキルを実装することにより, ユーザとの会話を通した
サービス提供が可能となっている.  
スマートスピーカで提供可能なサービスは OS などの主
要コンポーネントに依存している.そのため, サービスが独
立して提供されている.このことから, 現在の Webにおいて
一般的に利用されているセッション, 動的ページへの適応
などを考慮すると, サービスの利用性と開発性が低い点が
課題となる.  
本研究では, スマートスピーカを一般の Web API により
稼働するアプリとの接続と, 共通化を行うためのプラット
フォームを明らかにする. 

2. Web アプリとの接続, 共通化手法 
クラウドの機能の一部をネットワークのエッジ側, IoTデ
バイスの近傍に配置するコンピューティングモデルが提案

されている[3].フォグノードは計算資源, ストレージを持ち, 
ミドルウェアとしてデータ処理と制御, クラウドへの伝送
を透過的に実現する. 本研究では, スマートスピーカとWeb
サービス間にプロキシに類似する形でフォグコンピューテ

ィングを適用し, ユーザのサービス利用状況に適応しデー
タ処理を実現する.フォグノードが収集したユーザデータに
基づいてアプリケーションの提供を行う. 
具体的に,ユーザの利用するサービスに基づき動的にWeb
上からデータを取得し処理を行う手法, またフォグノード
上に蓄積するためのプロトコル形式, ユーザのサービス利
用状況に合わせ, Web 上のサービスとフォグノード上で行
う処理内容を関連付けるサービス管理技術を検討する.  

 
2.1. Web サービスデータの取得 
本検討では図 1に示す形で, Webアプリケーションからの
情報取得, データ処理を, フォグノードが実行するサービス
として管理を行う.データ処理サービスは Web サービスを
提供しているサーバやクラウド上に任意に配置を行う. サ
ービス実行のため,スマートスピーカアプリケーションの利
用者に対して, フォグノードを割り当てる. このフォグノー
ドがサービスをプラグインとして導入することで, 各 Web
アプリケーションの情報収集を行う. Web サービスとフォ
グノード上で管理するサービスの関連付けはサービスの管

理ノードを配置することにより行う. 

フォグノードは複数のサービスを実行し, 処理結果を一つ
のデータベースに集約する.これにより複数サービスに対し
てのスマートスピーカアプリケーションの共通化を行う. 
ユーザのサービス利用状況に適合する形で情報収集を行

うため, ユーザの利用するサービス情報に加えて, セッショ
ン情報, 認証情報がフォグノードに記録される, 各サービス
はフォグノード上からこれら情報を取得し通信, 処理を行
う.サービスの信頼性は, Web サービスと同一のドメインを
付与したノード上に処理を配置することにより検証を行う

ことが考えられる. 

 
図 1 Web サービスデータの処理 

 
2.2. ユーザ, サービスの管理 
ユーザの利用するサービスの特定, 管理を行うことを目的

として, 図 2に示すように Web ブラウザによるオプトイン

形式のサービス管理手法を提案する.ユーザの Web ページ
閲覧時, URL に基づいて利用可能なサービスを検索する.該
当するものが存在した場合, ユーザに提案する.サービスの
検索は,サービス管理ノードにサービスと URL の関連付け
の解決問い合わせを行うことにより行う. 
ユーザがサービスの利用を行う場合, ユーザの情報の処理, 
管理を行うフォグノード上に, サービスの登録を通知する. 

 
図 2 ユーザサービス管理 
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2.3. スマートスピーカとの連携 
各サービスで処理を行なったデータはスマートスピーカ

での発話, 通知への利用のため, フォグノード上の共通デー
タベース上で管理を行う.以下に保存形式の JSONデータを
例として示す.発話内容を示すデータを SSML形式で記述す

る.またプッシュ通知有無やスマートスピーカとの相互対話

を考慮したセッション情報など, 発話のタイミングのデー
タを含める.現在スマートスピーカは音声メディアの利用の
ほか, 画面表示機能を備えるものも存在するため, これら拡

張のための情報を保存する. 
 
 

{ 

    “service” : “chat-notification”, 

    “ssml” : “<speak>sample さんの新しい発言があります</speak>”, 

    “content-type” : “notification”, 

    “media” : { 

   “image” : “https://example.com/api/v1/...” 

} 

} 

 
 
現状, スマートスピーカに対するアプリケーションの提
供は, 各社のプラットフォームに依存する. そのため Google 
Home[1], Amazon Alexa[2]を例に, 図 3に示す形でそれぞれ

対話用のアプリケーションを配置する.各社のクラウドサー

ビスがアプリケーションを実行する. このとき, ユーザのフ
ォグノードと接続するためユーザ（サービス）管理ノード

に問い合わせを行う.発話したユーザのフォグノードを特定

し通信, 発話すべき情報が存在した場合などに発話する. 

 
図 3 スマートスピーカとの連携 

3. 提案プラットフォームの実装 
現在の実装ではユーザデータの処理とデータベース管理

を行うフォグノードを Node.js[4]により実装している.図 4
に示すように, ユーザからのサービス利用開始要求, データ
の追加と取得をWeb APIの提供により行っている. 

 
図 4 フォグノードの実装 

サンプルのサービスとして現在では Open Weather Map 
Web API [5]より気象情報を取得するものを実装している. 
サービス利用開始時に住所情報をフォグノードに保存し,こ
れを取得することで動的なWeb APIの参照を行なっている.
サービスの実行環境はDocker[6]によるコンテナ型仮想環境

を利用しており, Web サーバ上に実行可能なイメージを配
置することで, Docker を導入している全てのユーザノード

で共通のサービスを実行することが可能である.  
ユーザはフォグノード上で提供されるWeb GUIからサー
ビスの管理, データの確認が行える. 実行中のノードの GUI
を図 5 に示す.図中左側が実行中のサービスであり, 右側に
サービスにより収集されたデータを示している. 

 

 
図 5 サービス管理画面 

 

4. まとめ 
スマートスピーカで提供可能なサービスは OS などの主
要コンポーネントに依存している.そのため, サービスが独
立して提供されておりサービスの利用性と開発性が低い点

が課題となる. 本研究では, スマートスピーカを一般のWeb 
API により稼働するアプリとの接続と共通化を行うための
プラットフォームを検討した.提案手法ではスマートスピー
カユーザにデータ処理と管理を行うフォグノードを配置す

る.フォグノードが動的にユーザのサービス利用状況を管理, 
Web APIの操作やWebページのクローリングを行う. 
今後の課題として,  ユーザのサービス管理機能の実装. ま
た, 本提案手法がアプリケーションとして適用可能な Web
サービスの検討を早急に行う必要がある. 現状, SNSやチャ

ットツールからの情報取得, 通知機能について検討してい

る.このためCookieやWebsocketを用いた動的ページからの
情報取得を可能にするサービスの検討, アプリケーション
の実装を行うことを予定している. 
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